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北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
平
成
四
年
四
月
三
日
(
金
)
午
後
一
時
半
よ
り

「
法
的
推
論
に
お
け
る
類
推
と
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
ネ
ッ
ト
の
応
用
」

報
告
者

ロ
l
タ
l
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
氏

(
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
法
学
部
教
授

法
哲
学
・
法
情
報
学
研
究
所
主
任
)

出
席
者

名

本
報
告
に
つ
い
て
は
、
本
誌
本
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

O
平
成
四
年
四
月
一
七
日
(
金
)
午
後
二
時
半
よ
り

「
最
近
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
の
展
開
」

報
告
者

ジ
ャ
ン
H

ク
ロ
ー
ド
・
ジ
ャ
ピ
リ
エ
氏

出
席
者

(
パ
リ
第
二
大
学
教
授
)

二
O
名

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
従
来
、
労
働
法
の
比
較
研
究
に
は
、
必
ず
し

も
強
い
関
心
が
払
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

E
C
統

合
等
の
影
響
で
労
使
関
係
の
国
際
化
が
進
ん
で
き
た
現
在
で
は
、
次
第
に

比
較
法
へ
の
関
心
が
た
か
ま
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
労
働
法
の
閏
際
比
較
を
お
こ
な
う
場
合
、
各
国
の
労
使
関

係
制
度
が
そ
の
国
の
閏
有
の
歴
史
の
な
か
で
誕
生
し
、
今
日
に
い
た
っ
て

い
る
、
と
い
う
事
実
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
比

較
労
働
法
に
お
い
て
、
一
見
す
る
と
同
じ
よ
う
に
み
え
る
制
度
が
、
法
的

に
み
る
と
ま
っ
た
く
別
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
き
る
の

は
、
こ
の
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
集
団
的
に
労
働
条

件
を
規
律
す
る
た
め
に
使
用
者
(
団
体
)
と
労
働
組
合
と
の
聞
に
締
結
さ

れ
る
合
意
文
書
で
あ
る
労
働
協
約
は
、
各
国
に
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
労
使
関
係
の
成
り
立
ち
を
反
映
し
て
、
そ
の
法
的
概
念
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
従
っ
て
、
外
国
の
労
働
法
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
国
の
実
定
法
だ
け
を
知
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
労
使
関
係
の
歴
史

と
現
在
の
実
質
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

E

C
統
合
を
間
近
に

北法43(3・149)471
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ひ
か
え
た
現
在
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
労
働
法
を
理
解
す
る
う
え
で

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ペ
ル
で
の
動
き
に
注
目
し
て
、
将
来
の
変
化
を
も
念

頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

-
労
使
関
係
と
労
働
法
の
基
本
要
素

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
一
七
八
九
年
の
大
革
命
を
支
え
た
基
本
理
念

で
あ
る
個
人
の
自
由
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
あ

ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
根
本
原
理
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
労
使
関
係

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
連
合
王
国
や
ド
イ
ツ

の
よ
う
に
強
い
組
織
強
制
力
を
有
す
る
強
大
な
労
働
組
合
が
誕
生
し
な
か

っ
た
の
は
、
こ
の
個
人
主
義
の
影
響
力
の
強
さ
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

ま
た
、
労
働
法
に
お
い
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
労
働
組
合
と
関
係
の
な
い

個
人
の
権
利
と
観
念
す
る
の
も
、
個
人
主
義
の
影
響
力
の
強
さ
を
一
示
す
こ

と
で
あ
ろ
う
。

雑

こ
の
よ
う
な
労
使
関
係
に
お
い
て
は
、
労
使
自
治
に
よ
る
労
働
条
件
の

集
団
的
規
制
が
発
展
し
な
か
っ
た
た
め
、
労
働
条
件
の
細
部
に
わ
た
っ
て
、

国
家
が
介
入
す
る
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
労
働
法
の
特
徴
が
生
成
し
て
い
っ

た
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
労
働
法
の
目
的
は
、
集
団
的
労
使
関
係
の
発
展

と
い
う
よ
り
も
、
労
働
者
の
保
護
と
い
う
と
こ
ろ
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
国
家
法
が
労
働
条
件
の
最
低
基
準
を
決
め
、
こ
れ

を
下
回
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
上
回
る
も
の
は
、
そ
れ
が
労
働
協
約
に

よ
る
の
で
あ
れ
、
労
働
契
約
に
よ
る
の
で
あ
れ
、
労
働
者
に
も
っ
と
も
有

利
な
労
働
条
件
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
、
社
会
的
公
序

3
E
Z
E
Z
R

8
2ろ
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
労
働
法
に
お
い
て
は
、
経
済
的
な
力
関
係
に
お
い
て
、
使
用
者

が
労
働
者
に
た
い
し
、
構
造
的
に
優
位
に
立
つ
と
い
う
前
提
的
認
識
が
あ

る
。
こ
の
認
識
か
ら
、
労
働
契
約
に
お
い
て
は
、
労
働
者
の
使
用
者
に
対

す
る
従
属
性
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
フ
ラ
ン
ス
労

働
法
の
基
礎
的
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
法
の
目
的
と
は
、
こ
の
従
属

状
態
に
あ
る
労
働
者
の
地
位
を
改
善
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
国
家
法
に
よ
る
労
働
条
件
基
準
の
設
定
と
並
ん

で
、
労
働
協
約
に
よ
る
労
働
条
件
規
制
が
奨
励
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
分
野
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
労
働
組
合
運
動
に
お
け
る
複

数
主
義
と
い
う
伝
統
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
、
特
殊
な
制
度
を
生
み
出
し

た
の
で
あ
る
。
複
数
の
「
代
表
的
組
合
」
の
み
が
、
協
約
締
結
権
を
有
す

る
の
で
は
あ
る
が
、
締
結
さ
れ
た
協
約
は
、
非
組
合
員
、
他
組
合
の
組
合

員
の
区
別
な
し
に
締
結
単
位
の
全
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
代
表
的
組
合
は
、
組
合
員
を
代
表
す
る
の
で
は
な
く
、
八
五
従
業

員
を
代
表
す
る
と
観
念
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業
内
に
お
け

る
従
業
員
参
加
組
織
は
、
苦
情
処
理
を
任
務
と
す
る
従
業
員
代
表
委
員
が

一
九
三
六
年
(
人
民
戦
線
内
閣
)
に
、
福
利
厚
生
の
管
理
及
び
企
業
経
営

北法43(3・150)472
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の
諮
問
の
権
限
を
も
っ
企
業
委
員
会
が
一
九
四
五
年
に
誕
生
し
、
い
ず
れ

も
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
労
使
関
係
制
度
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
は
た

し
て
い
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
従
業
員
代
表
組

織
が
共
同
決
定
機
関
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
労
使
と
も
に
望
ん
で
い

な
い
。
さ
ら
に
、
一
九
六
八
年
に
は
、
企
業
内
労
働
組
合
の
支
部
を
設
置

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

2

労
使
関
係
と
労
働
法
に
お
け
る
新
傾
向

一
九
八
九
年
以
降
の
、
ソ
連
を
含
む
東
欧
の
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
労
使
関
係
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
共
産
党
の
影
響
力
の
強
い

C
G
T
(
労
働
総
同
盟
)
の
み
に
関

わ
る
問
題
で
は
な
い
。
戦
後
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
体
制
は
、
東
欧
の
社
会

主
義
社
会
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
崩
壊
は
、

対
抗
軸
の
喪
失
を
意
味
し
て
い
た
。
労
働
組
合
運
動
に
と
っ
て
は
、
社
会

主
義
社
会
を
め
ざ
す
に
し
ろ
、
体
制
内
改
良
を
め
ざ
す
に
し
ろ
、
計
画
経

済
体
制
の
失
敗
は
、
一
つ
の
理
念
の
喪
失
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

事
態
に
よ
り
、
労
働
者
が
組
合
運
動
に
ロ
マ
ン
を
持
つ
可
能
性
は
計
り
知

れ
な
く
後
退
し
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

組
合
運
動
は
ま
た
、
現
代
の
技
術
革
新
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

る
。
労
働
組
合
運
動
の
影
響
力
の
強
か
っ
た
の
は
、
伝
統
的
に
工
場
労
働

が
主
体
の
重
工
業
部
円
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
代
に
お
い
て
は
、
こ
の

重
工
業
部
門
は
次
第
に
そ
の
規
模
が
縮
小
し
て
お
り
、
労
働
組
合
運
動
の

基
盤
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
長
期
に
わ
た
る
高
率
の
失
業
(
約
一

O
%
)
も
労
働
組
合
運
動
の
展
開
の
制
約
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
と
く
に
、
若
い
世
代
に
お
け
る
意
識
の
変
化
は
組
合
運
動
の

危
機
を
さ
ら
に
深
刻
な
も
の
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
彼
ら
に
と
っ
て
、

組
合
の
指
導
者
の
演
説
は
、
も
は
や
意
味
不
明
の
用
語
の
羅
列
に
し
か
感

じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
組
合
運
動
は
、
「
労
働
者
階
級
」
の
連
帯
意
識

を
そ
の
現
実
的
基
盤
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
若
い
世
代
に
あ
っ
て
は
、

個
人
主
義
が
徹
底
し
、
す
で
に
、
「
階
級
意
識
」
な
ど
消
え
失
せ
て
い
る

の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
労
使
関
係
を
と
り
ま
く
状
況
の
変
化
の
な
か
で
、
労

働
組
合
運
動
は
そ
の
存
立
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
す
ら
い
え
る
の
で

あ
る
。こ
れ
に
対
し
、
使
用
者
は
、
国
際
競
争
の
激
化
す
る
現
代
に
お
い
て
、

と
り
わ
け
大
企
業
で
は
生
き
残
り
を
か
け
て
、
新
た
な
労
使
関
係
秩
序
を

形
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
言
で
い
え
ば
、

労
使
関
係
の
柔
軟
化
と
い
う
用
語
で
示
さ
れ
る
動
き
で
あ
る
。

ま
ず
、
工
場
に
お
い
て
は
、
そ
の
生
産
性
を
向
上
す
べ
く
、
小
集
団
運

動
、
品
質
管
理
、
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
等
、
日
本
的
労
務
管
理
の
導
入

が
多
く
の
企
業
で
実
施
さ
れ
、
ま
た
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

北法43(3・151)473 
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ま
た
、
雇
用
管
理
の
柔
軟
化
の
た
め
に
、
期
間
の
定
め
あ
る
労
働
契
約
、

派
遣
労
働
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
の
非
典
型
的
労
働
の
利
用
が
進
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
は
、
労
働
時
間
法
制
の
柔
軟
化
が
使
用
者
の
強
力
な
動
き
に
よ

り
実
現
し
て
い
る
。

か
つ
て
は
、
使
用
者
は
、
労
働
法
に
よ
る
規
制
の
対
象
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
現
代
で
は
、
労
働
時
間
の
分
野
で
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

自
ら
の
労
務
管
理
の
た
め
に
積
極
的
に
労
働
法
を
利
用
し
、
か
つ
改
正
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

雑

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
と
く
に
、
一
九
八
一

年
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の
樹
立
以
来
、
数
多
く
の
労
働
立
法
が
相
次
い
で

い
る
。
一
九
八
二
年
に
は
、
労
働
法
典
の
三
分
の
一
を
改
正
し
た
と
い
わ

れ
る
、
当
時
の
労
働
大
臣
の
名
前
を
と
っ
た
オ
ル

l
法
改
革
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
立
法
改
革
は
、
新
し
い
労
働
者
の
権
利
(
団
体
交
渉
権
、
意
見
表
明

権
)
を
承
認
し
た
が
、
そ
の
大
き
な
ね
ら
い
が
、
企
業
に
お
け
る
集
団
的

労
使
関
係
の
発
展
に
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
労
働
法
の
目
的

が
、
単
な
る
労
働
者
保
護
で
は
な
く
な
っ
て
く
る
萌
芽
が
そ
こ
に
み
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
起
因
す
る
経
済
危
機
は
、

労
働
法
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
経
済
危
機
こ
そ
、
労
働
法
を

規
制
立
法
か
ら
「
経
済
と
社
会
の
調
和
」
を
理
念
と
す
る
法
へ
の
動
き
に

拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
非
典
型
的
労
働
利
用
の
承
認
、
労
働
時
間
法

制
の
柔
軟
化
等
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

今
後
の
フ
ラ
ン
ス
の
労
使
関
係
と
労
働
法
に
つ
い
て
展
望
す
る
場
合
、

E

C
統
合
の
動
き
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
九
一

年
二
一
月
の
マ

l
ス
ト
レ
ヒ
ト
条
約
に
は
、
社
会
権
に
関
わ
る
問
題
で
は
、

署
名
国
の
特
別
多
数
決
(
三
分
の
二
か
四
分
の
三
)
に
よ
り
、
反
対
な
い

し
保
留
の
国
に
も
直
接
適
用
さ
れ
る
と
い
う
条
項
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の

条
約
の
行
方
は
混
沌
と
し
て
い
る
が
、
注
意
深
く
見
守
る
べ
き
動
き
と
考

‘
え
マ
品
。

北法43(3・152)474
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文
責

保
原
喜
志
夫
/

島
田
陽
一
、

訂
『
北
大
法
学
論
集
』
第
四
三
巻
一
号
に
以
下
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

七
八
頁
一
行
目
及
び
四
行
目
・
:
誤
一
一
八
世
紀
↓
正
一
一
九
世
紀

同
頁
一
四
行
目
・
:
誤
一
撤
回
権
H
(権
利
)
↓
正
一
撤
回
権

(
H
権
利
)

正

七
九
頁
二
二
行
目

誤
一
申
込
に
↓
正
一
申
込
(
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
)
に

九
二
頁
九
行
目
・
:
誤
一
段
階
で
ろ
う
。
↓
正
一
段
階
だ
ろ
う
。


